
(学年）第１学年，(教科・科目）国語・国語総合 一斉学習

(単元）唐詩「黄鶴楼送孟浩然之広陵」

(本時のねらい)

これまでの漢文学習では，句形や表現を学び，文章の内容を考える力を身に付けてきた。

しかし，風景や作者の心情を表現に即してイメージすることが苦手な生徒は多い。

この教材は，友への惜別の情が情景や色彩によく表れている。そこで，今まで学習して

きた知識の上に立ち，限られた字数の中に含まれた作者の心情を理解しながら，五感で唐

詩の世界を味わい，文学としての魅力に触れさせる契機とすることをねらいとする。

（ICT活用方法）
その詩に描かれた風景や，作者の心情，詩の世界観をイメージさせるために，スライド

やＢＧＭを用い，電子黒板に投影しながら詩を暗唱させる。従来は教科書や便覧に掲載さ

れている写真を使用して説明していたが，それでは箇所単独のイメージとなり，一首とし

てのまとまりに欠ける。そこで，生徒の五感に訴えかけるため，ＢＧＭに乗せ，一首がつ

ながるようスライドを電子黒板に投影するようにした。

(本時の展開)

時間 学習活動 指導事項 ＩＣＴ活用方法 備考

導入 ・本時の目標を確認 ・目標を板書し，説明する。

5分 する。

展開 １ 紙芝居を作成する

40分 ・読み取った内容を基 ・作者の心情を，色彩や情景， ・口語訳を提示する。

に口語訳を確認しなが 口語訳から確認させる。

ら作成する。

２ 紙芝居を発表する

・作者がこの詩にどの ・他のグループの発表を聞

ような心情を込め，ど き，自分のグループと，とら

のような情景を描写し え方がどう違うかを考えるよ

ているかを発表する。 うに指示する。

３ 一斉に音読する

・映像と音楽とを試聴 ・映像と音楽とに注目し，紙 ・映像と音楽とを投影

し，イメージを膨らま 芝居と重ね合わせ，作者の心 する。

せながら読み，作品世 情や情景をイメージしながら



界を味わう。 暗唱するように指示する。

４ 自分の考えをまと

める

・紙芝居と映像を見て ・他のグループの発表や自分

とらえた作者の心情を のグループの紙芝居，音読の

ノートにまとめる。 映像から，作者の心情を自分

・映像や音楽の有無で で考え，文章で的確に表現さ

感じ方がどう違うかを せる。

ノートにまとめる。

まとめ ・本時の学習内容を振 ・次時への意識付けをさせ

5分 り返る。 る。

(授業の様子)

投影した口語訳

(生徒の反応と課題，改善を要する点)

風景や詩情を効果的に感じてもらうためには，どのようなスライドが必要か悩むととも

に，詩情を的確に伝えるＢＧＭの選曲に苦労した。

どのくらい効果的に生徒に伝わったかを数値化することはできなかったが，生徒の感想

には，「こういう気持ちで書かれたのかとイメージできた。」「この詩の中に出てくる『花』

が，今まで自分が考えていたものと実は違うものだったので驚いた。」「作品を読むとき

は，このようにイメージを作っていければいいということが分かった。」などの意見が聞

かれた。
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